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1. 健康経営Ⓡとは？

※「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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産業保健：
労働者の健康保持増進及び安全衛生担保のため、作業環境や作
業方法の改善を図ったり、労働者の健康管理を行ったりする活動

産業保健体制と健康経営

3. 作業環境の向上によるよい社会的雰囲気づくり
と、事業の生産性を高める作業文化の構築

2. 安全と健康をもたらす作業環境の実現

1. 労働者の健康と作業能力の維持・増進

産業保健が目指すもの
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産業保健体制と健康経営

健康経営とは、「企業が従業員の健康に配慮することに
よって、経営面においても大きな成果が期待できるとの
基盤に立って、健康管理を経営的視点から考え、戦略的
に実践すること」

(2006年発足特定非営利活動法人健康経営研究会）

健康経営：
産業保健活動を土台とし、法令順守を超えた経営的視点が特徴
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産業保健：
• 法令順守、そして福利厚生の一部として
• 責務としての「守りの産業保健活動」

健康経営：
• 経営的なリターンを狙う、従業員の健康への投資
• 企業理念の実現によって高収益を目指す「攻めの健康経営」

健康経営への取り組みの現状

産業保健

健康経営
企業理念

価値創造
社会貢献

✓ミッション
✓価値観
✓ビジョン

出典：阿久津（2021）



7
© Satoshi Akutsu

2. 健康経営が機能する
メカニズム
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「健康経営」のあるべき姿

出典：健康経営の推進について（2021年10月、経済産業省ヘルスケア産業課）

企業理念（長期的なビジョンに基づいた経営）

経営課題解決に向けた

基礎体力の向上

人的資本に対する投資

（従業員への健康投資）

従業員の健康増進

従業員の活力向上

企業への
効果

優秀な人材の獲得

人材の定着率の向上

組織の活性化

生産性の向上
業績向上

企業価値向上

イノベーションの源

泉の獲得・拡大

企業の成長

ポテンシャルの向上

社会への効果

国民のQOL（生活の質）の向上ヘ

ルスケア産業の創出

あるべき国民医療費の実現
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「健康経営」の費用対効果
投資リターン（3ドル）

●生産性の向上

欠勤率の低下

プレゼンティーイズムの解消

●医療コスト削減
疾病予防による傷病手当の支払い減

●モチベーションの向上
家族も含め忠誠心と士気が上がる

●リクルート効果
就職人気ランキングの順位上昇

●イメージアップ
ブランド価値・企業価値の向上

健康投資（1ドル）

●人件費
（ 健康・医療スタッフ、事務スタッフ）

●保健指導等利用費、

システム開発・運用費

●設備費
（ 診療設備、フィットネスルーム等）

ニューズウィーク日本版（2011）の「儲かる『健康経営』最前線」

〈 ジ ョ ン ソン ・ エン ド ・ ジ ョ ン ソン 〉
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健康経営に期待される役割

①生産性の向上
従業員の健康管理→心身のストレス軽減→モチベーションアップ→生産性向上

②従業員の健康不安に対するリスクマネジメント

③医療費負担の軽減
従業員の健康維持→保険料率を抑制

④企業イメージの向上
従業員に対する配慮を示す→企業イメージ向上
経産省の認定→企業価値の向上

⑤従業員の定着・離職率の改善
従業員の罹患による離職を防ぎつつ、企業イメージ向上で従業員の
モチベーションを維持
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日本での健康経営の現状：効果

逆に言えば、
外部からの評価（＝イメージ）が高まると
採用応募者数の増加や社員の誇りが高められ
内部的な「モチベーションアップ」や離職率減も期待できる

出典： 新井・玄場（2019)

現状で認められる投資効果

「生産性の向上」「イメージアップ」「リクルート（応募者数増）」

より長期的な効果への期待

医療費の削減

一方で、効果が見られない

「モチベーションアップ」「リクルート（離職率減）」

そして、「イメージアップ」が十分でないと、その他の効果
もほとんど期待できなくなる

出典：阿久津（2021）
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3.健康経営を実現する
企業ブランディング
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健康経営への取り組み活性の背景

・SDGs、ESG投資など
社会全体としての持続可能性への取り組みへのニーズ

・企業理念も広く様々なステークホルダーに支持される
「パーパス」という言葉で表現

Me
(motivation)

Work
(empathy)

Company
(purpose)

Society
(sustainability)

出典：https://sdgs.un.org/
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企業

企業理念を象徴するコーポレートブランド

↓
こうした問題にはブランド（象徴）によるマネジメントが有効

複数の対象者間コミュニケーションでは
認識・価値観の伝達・共有が難しい

従業員

お客様

株主・
投資家

地域・
社会

ビジネス
パートナー
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ブランドの定義

ある売り手あるいは売り手の集団の製品およびサービス
を識別し、競合他社のものと差別化することを意図した
名称、言葉、記号、シンボル、デザイン、あるいはその
組合せ

(米国マーケティング協会）
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• 製品やサービスといった対象を他のものと区
別する名前やシンボルのこと

• 顧客・企業の双方に価値をもたらしうる資産

• 顧客に対する「約束」になる

• 従業員にとっては「誇り」と「よりどころ」になる

伝統的ブランドの定義と考え方
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ブランドの コアバリュー（核となる価値）
を支えるブランド理念（MVV）

出所: 阿久津・勝村2016を基に作成

ビジョン (Vision)

将来のある時点でのあるべき姿：将来、世の中の何をどう変える
どのようなブランドになりたいのか。

価値観 (Values)

ブランド（に関わる人々）が大切にする価値観：このブランドに
携わる者が共有すべき信念と行動のよりどころは何か。

ミッション (Mission)

ブランドの存在意義：このブランドは何のために存在するのか。
それは社会にとって意義のあることか。
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企業ブランディングの枠組み

1. 組織の文化・能力と外部からの評価に耳を傾け、社員と外部ステークホルダーを

巻き込み、アイデンティティとイメージの持続的統合発展を指揮すること

2. 企業の成長・維持に向け、高い目的意識をブランド理念として持つことが重要

3. 経営者は、社員にやりがいを与え、社外ステークホルダーの価値観に訴える

｢理念（＝mission, vision, values）｣の提示が必要
阿久津2019 JMA https://doi org/10 7222/marketing 2019 025

企業ブランドの理念

（メッセージ）

外部の評価

（イメージ）

企業の文化・能力

（アイデンティティ）

出所：阿久津（2019）

https://doi.org/10.7222/marketing.2019.025
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4.健康経営ブランディング
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健康経営ブランディングの仕組み

出所：阿久津（2021）

ワーク・エンゲイジメント
(活力・熱意・没頭)向上

バーンアウト(ストレス)緩和
生産性・パフォーマンス向上

理念に基づいた行動/
アブセンティーイズム・

プレゼンティーイズム低下等

健康増進
病気予防

企業ブランド理念への
共感と共鳴

企業の文化・能力
（アイデンティティ）

企業ブランドの理念
（メッセージ）

外部の評価
（イメージ）

個人の価値観/
個人特性/

内発的動機付け

上司の価値観/
個人特性/

内発的動機付け/
リーダーシップ

仕事の資源

個人資源

企業ブランディング枠組みの核心は、企業ブランドの理念。これが推進
力となって、組織内部の企業文化・能力と外部ステークホルダーの期
待・評価をダイナミックに整合させるプロセスとして経営を捉える
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健康経営ブランディングの仕組みに基づく実践プロセス

１．ビジョン、価値観を

理念に掲げて内外に発信

２．組織の文化・能力、「仕事の資源」を
動員、再編、強化

３．企業ブランドの理念に共感する

人財を採用

４．理念内在化の取り組みを実行
５．社員のワーク・エンゲイジメントや健

康を高める

６．生産性を高める

７．企業ブランドの理念が実現され、

次のビジョンへと繋がる

出典：阿久津（2021）
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5.組織と個をつなぐ
ワーク・エンゲイジメント
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私の考える「健康経営」とは

（＝ 健 幸 経 営？）

「産業保健の基盤に立って、企業理念の共感と実現を通し
て、従業員のワーク・エンゲイジメントを向上させ、バー
ンアウトを抑制することによって、生産性の向上と従業員
の健康保持・増進を実現する持続可能な経営手法」

阿久津 (2021)

ポイント：
企業理念を従業員個々人の価値観と共感共鳴させることによって
企業の成長と従業員の心身の健康の両立を推進すること

ウェルビーイング

注）「健幸」という造語は事業構想大学院大学の西根英一先生の講演スライドから引用させていただきました
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上司・同僚のサポート
仕事の裁量権
パフォーマンスのフィードバック
コーチング
課題の多様性
トレーニングの機会, ・・・

自己効力感
楽観主義
レジリエンス, ・・・

組織 / 仕事の
資源 ワーク

エンゲイジメント

個人の資源

バーンアウト

Schaufeli & Bakker (2005). UWES manual

ワーク・エンゲイジメントとバーンアウト
の規定要因

役割の不明瞭さやストレス
役割間の矛盾, 
仕事量とプレッシャー
ストレスフルな出来事, ・・・

神経症
内向性
情緒不安, ・・・

組織 / 仕事の
要求

個人特性
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ワーク
エンゲイジメント

バーンアウト

Schaufeli & Bakker (2005). UWES manual

ワーク・エンゲイジメントとバーンアウト
の結果要因

職務満足感
組織へのコミットメント
離職率（－）

自発性
学習への動機づけ
役割外の行動
前向き行動

仕事・組織への
肯定的な態度

組織行動

顧客満足度

抑うつ（－）
心理的苦痛（－）

仕事の
パフォーマンス

健康
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6. 健康経営を持続させる
らせん状上昇サイクル
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出所：阿久津（2019）を元に筆者作成

ワーク・エンゲイジメント
(活力・熱意・没頭)向上

バーンアウト(ストレス)緩和
生産性・パフォーマンス向上

理念に基づいた行動/
アブセンティーイズム・

プレゼンティーイズム低下等

健康増進
病気予防

企業ブランド理念への
共感と共鳴

企業の文化・能力
（アイデンティティ）

企業ブランドの理念
（メッセージ）

外部の評価
（イメージ）

個人の価値観/
個人特性/

内発的動機付け

上司の価値観/
個人特性/

内発的動機付け/
リーダーシップ

仕事の資源

個人資源

企業ブランド
理念への
共感

ワーク・エン
ゲイジメント

外部からの
高い評価

健康経営ブランディングによって、企業ブランドの理念への共感が社員のワーク・
エンゲイジメントを高め、それによって企業のパフォーマンスが上がり、外部からも
評価され、さらにそれが企業ブランドの理念への社員の共感を強めるというらせん
状に上昇するサイクルが生み出される

健康経営ブランディング：らせん状に上昇するサイクル
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大手企業（上場企業）の「健康経営」の事例

出典：経済産業省「健康経営銘柄2023選定企業紹介レポート」

水産・食品会社
「EPA/AA比、喫煙率、肥満率」をKPIに設定。

自社製品の活用促進、禁煙デーなどを通じて喫煙率は5年
間で6.9%低下。特定保健指導対象者割合も低下。

電機メーカー
運動習慣作りを目的に、従業員と 家族を対象として健康
保険組合主 催のボディデザインスクールを開 催してい
る。運動実施率は38.9％ と最高値になった。

証券会社
部署ごとに歩数を競うウォーキングイベントを毎年実施。
参加者の歩数に応じた額を社会貢献活動に寄付。

歩行習慣者比率は4割以上に達している。
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中小企業の「健康経営」の事例

福祉サービス
会社

3ヶ月に一度健康診断で指摘されたことや日々感じている
健康の悩みを記録する健康管理ノートを作成。

内容をもとに社内の看護師・漢方医・心理カウンセラーがア
ドバイスを行なっている。

建設会社

第1・3水曜日をノー残業デーかつ健康推奨日として定め
た他、プロの鍼伮師に来社してもらい身体のメンテナンス
を行なっている。結果三年で腰痛・肩こりに悩む従業員が
19人から4人に減少。

医療用品メー
カー

運動器年齢を月１で測定。この取り組みにより従業員の
健康意識が高まり、全社の平均運動器年齢が2020年か
ら2022年の間に30歳から29.1歳に減少。

出典：経済産業省「健康経営優良法人2023 中小規模法人部門 取り組み事例集」
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より統合的な
「健康課題と経営課題の関係性」に向けて

https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200612001/20200612001-1.pdf

企業理念の
内在化・共感共鳴

企業理念＝
人的健康資源

企業理念＝
環境健康資源

従業員による
企業理念の内在化

企業理念の
実現

企業理念への
共感共鳴は、
従業員等のモ
チベーションア
ップと健康保持
・増進の両方に
つながる

https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200612001/20200612001-1.pdf
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詳細は、直近の関連記事などご参照ください

https://www.t-pec.co.jp/news/cept/

日経BPCインタビュー記事
・SDGsブランディング
・エンゲイジメント

https://consult.nikkeibp.co.jp/ccl/atcl/20201124_2/

Cept健康経営誌特集記事 1/15発行

https://consult.nikkeibp.co.jp/ccl/atcl/20210115_1/
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ご清聴ありがとうございました
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